
１　基本的考え方１　基本的考え方

　国際競争力の維持・向上の観点から、国際物流の効率化等を図る。
　　　⇒　　ＮＡＣＣＳ、港湾ＥＤＩ及び乗員上陸許可支援システム等の各システムを相互に接続、連携。
　　　⇒　　平成１５年度のできるだけ早い時期までに、輸出入・港湾関連手続のシングルウィンドウ化を実現。

２　シングルウィンドウとは２　シングルウィンドウとは

　一回の入力・送信で関係府省に対する全ての必要な輸出入・港湾関連手続を行うことが可能。

３　システム開発の基本理念３　システム開発の基本理念

（１）利用者の利便性の向上（１）利用者の利便性の向上

（２）運用コストの低廉化（２）運用コストの低廉化

（３）国際標準への配慮（３）国際標準への配慮

（４）手続き面でのシステムの簡素化（４）手続き面でのシステムの簡素化

　【　具体的な方策　】

○　システム間接続により双方向でデータを交換

○　１回の入力・送信により全ての必要な手続を完了

○　専用回線に加えインターネットを活用

○　利用料金の追加的負担なし

○　申請支援のためのクライアントソフトを検討・開発
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【資料－１】

輸出入・港湾関連手続のワンストップサービス（シングルウィンドゥ化）


